
様式１９ 別紙１ 

1 
 

 

 

先端研究助成基金助成金（最先端・次世代研究開発支援プログラム） 

実施状況報告書（平成 25 年度） 
本様式の内容は一般に公表されます 

 

 

 

 

 

 

 

1． 当該年度の研究目的 

 近年、我が国でも「結核の再燃」が顕在化している。特に従来の薬剤が効果を示さない「多剤耐性結核

の出現」は深刻であり、新たな治療法確立に対する要請が高まっている。結核は、結核菌の感染に伴う疾

患であるが、実際に結核菌を認識する宿主側の受容体の詳細は不明であった。 

 こうした背景に基づき、本研究では、これら新規受容体を介する新たな作用メカニズムに基づくアジュバ

ント（免疫賦活剤）の創成を目的とし、結核のみならず他の感染症やがんに対するより効果的なワクチン開

発への応用を目指す。 

 

 

2． 研究の実施状況 

Mincle の新規リガンドを 2 種類精製し、これまで自然界で知られていなかったグリセロ糖脂質を同定した。

この成果を Cell Host Microbe 誌に発表した。新規結核菌受容体 MCL が結核菌アジュバント TDM を認識

し、獲得免疫応答活性化に重要な役割を担っていることを発見し、この成果を Immunity 誌に発表した。

Mincle では代替できない MCL 特異的な獲得免疫活性化機構を見いだしている。この MCL 固有の機能を

担う要因を検証する為に、MCL 遺伝子座を Mincle に置換したマウスを作製し、獲得免疫応答において、

MCL の機能が、「発現パターン」「構造的特徴」の何れに起因するのかを明らかにする。また、Mincle、MCL

のタンパク結晶構造を同定して PNAS 誌に報告した。さらに、ヒト Mincle に特異的な新たな結核菌由来グリ

セロ脂質リガンドを同定し、J. Biol. Chem.誌に発表した。また、MCL に結合し、Mincle に結合しない化合物

は獲得免疫を強く活性化し、不必要な炎症を起こしにくいと考えられるため、このような性質を持つ化合物

を探索し、理想的なアジュバントの創成を目指す。また、Mincle、MCL 以外にも、２種類の新規受容体が結

核菌を認識することを見出しており、そのリガンドの探索を進めるとともに、これら受容体が担う免疫応答

の特徴を細胞レベル、個体レベルで解析している。 

 

 

 

 

 

課題番号 LS095 

研究課題名 新たな結核菌受容体を介する生体防御機構の解明と宿主の免疫賦活に向けた新戦略

研究機関・ 

部局・職名 
九州大学・生体防御医学研究所・教授 

氏名 山崎 晶 



様式１９ 別紙１ 

2 
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計 2 件 
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九州大学生体防御医学研究所 感染ネットワーク研究センター 分子免疫学分野 
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誌等掲載 
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4． その他特記事項 

   



様式１９　別紙２ 課題番号 LS095

１．助成金の受領状況（累計） （単位：円）

①交付決定額
②既受領額
（前年度迄の
累計）

③当該年度受
領額

④(=①－②－
③）未受領額

既返還額（前
年度迄の累
計）

128,000,000 101,900,000 26,100,000 0 0

38,400,000 30,570,000 7,830,000 0 0

166,400,000 132,470,000 33,930,000 0 0

２．当該年度の収支状況 （単位：円）

①前年度未執
行額

②当該年度受
領額

③当該年度受
取利息等額
（未収利息を除
く）

④(=①＋②＋
③）当該年度
合計収入

⑤当該年度執
行額

⑥（=④－⑤）
当該年度未執
行額

当該年度返還
額

8,095,711 26,100,000 0 34,195,711 34,195,711 0 0

5,570,378 7,830,000 0 13,400,378 13,400,378 0 0

13,666,089 33,930,000 0 47,596,089 47,596,089 0 0

３．当該年度の執行額内訳 （単位：円）

金額

21,639,338

1,592,305

6,048,558

4,915,510

34,195,711

13,400,378

47,596,089

４．当該年度の主な購入物品（１品又は１組若しくは１式の価格が５０万円以上のもの）

仕様・型・性能
等

数量
単価

（単位：円）
金額

（単位：円）
納入

年月日
設置研究機関
名

MX-107 1 596,820 596,820 2013/4/19 九州大学

RI-2031 1 588,000 588,000 2013/9/27 九州大学

1 2,205,000 2,205,000 2013/9/27 九州大学

物品名

微量高速冷却遠心
機
インテリジェント示
差屈折計

セミ分取システム

直接経費計

間接経費計

合計

旅費 学会参加、研究打合わせ

謝金・人件費等 実験補助員等

その他 実験動物管理、外部委託等

直接経費

間接経費

合計

備考

物品費 実験器具、実験動物等
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直接経費

間接経費

合計


